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学       　　　　部 募集人員 志願者数 倍　　率
（参考） 前 年 度 最 終
募集人員 志願者数 倍  率
総合人間学部
前   期 120人 454人 3.8 120人 439人 3.7
文 系 65 207 3.2 65 227 3.5
理 系 55 247 4.5 55 212 3.9
文  学  部 前   期 220 647 2.9 220 665 3.0
教 育 学 部
前   期 60 203 3.4 60 229 3.8
文 系 50 159 3.2 50 188 3.8
理 系 10 44 4.4 10 41 4.1
法  学  部 前   期 320 857 2.7 320 780 2.4
経 済 学 部
前   期 230 719 3.1 230 907 3.9
一 般 180 485 2.7 180 629 3.5
論 文 25 106 4.2 25 130 5.2
理 系 25 128 5.1 25 148 5.9
理  学  部 前   期 311 805 2.6 311 907 2.9
医  学  部 前   期 250 673 2.7 250 683 2.7
医 学 科 前   期 107 326 3.0 107 338 3.2
人間健康科学科 前   期 143 347 2.4 143 345 2.4
看 護 学 専 攻 前   期 70 159 2.3 70 171 2.4
検査技術科学専攻 前   期 37 99 2.7 37 78 2.1
理学療法学専攻 前   期 18 39 2.2 18 28 1.6
作業療法学専攻 前   期 18 50 2.8 18 68 3.8
薬  学  部 前   期 80 232 2.9 80 234 2.9
薬 科 学 科 前   期 50 123 2.5 50 129 2.6
薬  学  科 前   期 30 109 3.6 30 105 3.5
工  学  部 前   期 955 2867 3.0 955 2761 2.9
地 球 工 学 科 前   期 185 379 2.0 185 352 1.9
建 築 学 科 前   期 80 318 4.0 80 284 3.6
物 理 工 学 科 前   期 235 777 3.3 235 725 3.1
電気電子工学科 前   期 130 407 3.1 130 432 3.3
情 報 学 科 前   期 90 341 3.8 90 334 3.7
工 業 化 学 科 前   期 235 645 2.7 235 634 2.7
農  学  部 前   期 300 898 3.0 300 855 2.9

























































































































































特別経費関連　計  46 件
  内　訳　　新規　 6 件
 ［　　　　　継続　40 件］









































剣 道 部 池 西 紀 明
馬 術 部 梅 田 美 紀
陸 上 競 技 部 釜　谷　美翔子
フ ェ ン シ ン グ 部 楠 田 　 渓
水 泳 部 古 渕 義 史
水 泳 部 佐 藤 　 豪
陸 上 競 技 部 西 村 優 汰
空 手 部 長谷部　泰　子
陸 上 競 技 部 牧 川 真 央
居 合 道 部 真 島 要 輔
特別賞（５名）
所属クラブ 氏　　名
硬 式 野 球 部 久保津　堅　太
アメリカンフットボール部 小 原 祐 也
準 硬 式 野 球 部 末 永 健 人
剣 道 部 中 島 嘉 久
































午後からは，Science & Technology，Chemistry 





































































































































































ブライアン  ブリストル大学教授の「Quantum 
Technology」をテーマとした講演が行われ，続いて
本学からは山中伸弥 iPS細胞研究所長・教授が，
































































































































































































































































































































































































































清華大学（台湾）でAEARU「１９th Annual General Meeting」を開催
話題
京都大学が加盟するThe Association of East 
Asian Research Universities（AEARU）（東アジア研











































































































































































































































京大ウィークス2013   Vol.3
防災研究所 阿武山観測所（大阪府高槻市）では，10月20日（日）から22日（火）にかけて，オープンラボ 
京大ウィークス特別バージョンを開催した。
今回のイベントでは，地震学の歴史を学ぶミニレクチャーや，観測所が保存している歴史的地震計な
どを紹介する歴代地震計保存室ガイドツアーといった，これまで観測所が実施してきた施設見学プログ
ラムに加え，「ペットボトル地震計を作ろう！」，「市民が主役：津波避難訓練の新しい姿」，「阿武山アー
スダイバー：大阪平野のなぞ」の三つの公開講座を日替わりで実施したほか，より自由に観測所内を見
学できる施設公開や，教員と参加者が飲み物片手に気軽に意見交換が出来る場として，サイエンスカフェ
も実施した。サイエンスカフェでは，各日に「地震学者に質問あり！：心理学者が抱いた素朴な疑問」，「ア
ブヤマ・ミステリー：地震学だけじゃない阿武山の魅力」，「最先端の地震観測－満点計画で見えてきた
こと－」のテーマをそれぞれ設け，いずれのテーマも教員と参加者が活発に意見交換を行なった。
３日間で，地元を中心に190名の参加があり，参加者からは，「大変勉強になった。」，「建物のすばら
しさに感動した。」，「阿武山アースダイバーは面白かった。もっと長い時間で深く知りたい。」などの声
が寄せられた。
阿武山観測所 オープンラボ
歴史的地震計の解説ツアー 親子でペットボトル簡易地震計の作成
阿
OSAKA
武山観測所
潮
WAKAYAMA
岬風力実験所
白浜海象観測所
桜
KAGOSHIMA
島火山観測所
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防災研究所桜島火山観測所（鹿児島県鹿児島市）では，
10月19日（土）に施設探検ツアーを，20日（日）にツアーと
施設公開を行った。
 施設探検ツアーは，観測坑道のあるハルタ山や昭和
火口が望める黒神観測室などを見学するバスツアーで，
県内から数多くの問合せがあり，二日間で合計80名が参
加した。普段，見学には入れないハルタ山観測坑道での
観測計器の原理の説明と観測坑道の役割についての説明
では，参加者から多数の質問が寄せられた。次に訪れた
旧火山観測所施設では，屋上から桜島を間近に望み，錦
江湾を含めた姶
あいら
良カルデラについての解説が加えられた。
最後に，黒神観測室から現在活動中の昭和火口の観察を
行った。初日のツアーでは，ここでの観察中に噴火が発
生し，参加者は驚きの声を上げ，教員からの解説に熱心
に聞き入っていた。また，初日のツアーには鹿児島のテ
レビ局５局と新聞社２社が同行して取材が行われ，当日
のテレビニュースと翌日の朝刊で報道されるなど，地元
の関心の高さがうかがえた。
二日目に行った桜島観測所の施設公開には51名の参加
があり，過去から現在の噴火映像，開所当初から稼働し
ている煤
すす
描きによる地震記録装置や，噴火予知の最新の
データ処理装置の解説が特に好評であった。
参加者からは，「普段なかなか見ることができない場
所から火山を見ることができてよかった。日々観測され
ているおかげで，予知が出来，安心して暮らしていける
と思いました。」，「日頃降灰に悩まされている桜島につ
いて，身近に知ることができてよかったと思います。大
正噴火のような歴史も大事ですが，今の桜島も知って共
に生活していることを実感したいものです。」などの声が
寄せられた。
桜島火山観測所　施設探検ツアー・施設公開
防災研究所 潮岬風力実験所（和歌山県東牟婁郡串本町）において，11月２日（土）に公開イベント「気象
観測入門」を開催した。
当日は穏やかな天候に恵まれ，野外実験場で，風車型風速計や白金抵抗温度計などの地上気象観測装
潮岬風力実験所 気象観測入門
「施設公開」煤描き地震記録装置を
のぞき込む参加者
「施設探検ツアー」黒神観測室からの見学時に
発生した噴火に驚く参加者ら
「施設探検ツアー」ハルタ山観測坑道内で
計測機器の説明を聞く参加者
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置の測定原理，取付方法などを紹介した後，特殊な観測機器
である３次元超音波風速計，赤外線水蒸気二酸化炭素計測装
置を使って，地面近くの風や気温，水蒸気，二酸化炭素の細
かい変動を観測する仕組みを紹介した。また，ヘリウムガス
を入れた風船にGPSや気圧・気温・湿度を測定する機器を取
り付けて高さ13kmまで上昇させて，上空の大気状態を観測
するデモンストレーションでは，浮かび上がる風船に参加者
たちから歓声があがった。
さらに，９月の台風18号の接近時に串本町で発生した三つ
の竜巻について，竜巻の構造や発生する気象状況，被害の実
態，竜巻発生時の心構えを説明した。身近な大気現象として，
タイムリーな話題提供ができた。
実験所が行う初めての公開イベントであったが，地元の串
本町だけでなく，和歌山県下をはじめとして，三重県や大阪
府からも含め，総勢41名の参加者があった。参加者からは，「超
音波風速計や赤外線水蒸気変動計などの特殊な計測機器を見
ることができて，とてもためになった。」，「風船に観測機器
を取り付けて，上空の気象観測が体験できて興味深かった。」，
「串本の竜巻の話は身近な災害なので，今後の役に立つ。」な
どの声が寄せられ，来年度の開催についての要望があった。
風船を見上げる参加者（高層観測）
地上気象観測の説明
防災研究所 白浜海象観測所（和歌山県西牟婁郡白浜町）に
おいて，10月12日（土）に公開イベント「観測船を使った海象
観測の実体験」を開催した。
当初のプログラムでは，田辺湾口にある「田辺中島高潮観
測塔」および観測船「海象」を用いた現地観測活動を概説した
後，実際に観測船に乗船して観測塔の見学と，田辺湾奥部で
の体験実習を行う予定であったが，当日の海象条件が悪かっ
たため，観測塔の見学は中止し，湾奥部での体験実習のみを
実施した。
当日は，観測船の定員上限の先着申込みの８名が参加し，
湾奥部で水温と塩分濃度の鉛直分布（水温，塩分濃度と水深
との関係）の計測を行い，水深方向に水温と塩分濃度が変化
している様子を観測したり，湾内海水のpHの計測等も体験
した。
白浜海象観測所 観測船を使った海象観測の実体験
観測船での計測体験
観測船で田辺湾奥部をめざす
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